
会　議　録 

 年　月　日 令和８年５月２９日（金）

 時　　　刻 自　午前１０時３０分　～　　至　正午

 場　　　所 伊那市役所　２階　第１委員会室

 内　　　容 伊那市商工業振興審議会

 

会 

 

議 

 

概 

 

要

（進行：柴商工振興課長） 

１　開会 

２　委員委嘱（変更委員のみ） 

３　会長あいさつ（安川会長） 

・ 本日は、現在の緊迫した中東情勢を受けて、今後の市の施策を考えていくために、市内商工

業事業者の影響を把握したいとのことでお集まりいただいた。 

・ それぞれの立場から現在困っていること、今後市にお願いしたいことなど、普段感じてい

ることをお話しいただきたい。 

 

４　市長あいさつ（吉田市長） 

・ 本審議会は市の商工振興、雇用対策について、識見を有する皆様から市の施策へご意見、ご

提言をいただくもの。 

・ 現在、中東情勢によるナフサ不足で、市内の事業所の皆様も大変にご苦労されている。 

・ 皆様のご意見、ご提言をいただき、施策に反映したい。 

 

５　自己紹介 

 

６　会議事項 

(１) 中東情勢による影響について 

・ 伊那商工会議所より「景気動向調査」について説明 

・ 国は総量は足りているとのことだが、現場は目詰まりで困っている状況。ただ、企業により

在庫状況は異なる。原材料が２倍になっている事例も。パニックに近いような状況もある。 

・ 中東情勢を受けて、各社がいつも以上に発注をしているのが目詰まりの原因ではないか。

今後も石油関係の材料の価格が下がることは無いと思う。皆が必要な材料を分け合ってい

く姿勢が必要ではないか。 

・ 今の納入されているものは１年前に発注した商品であり、今のところ直接的な影響はない。

ただ、塗料の不足からか、発注ができないものもある。来年度の発注に関して、メーカーか

ら制限や納入数の保証ができない旨の伝達を受けており、割落としを想定してある程度多

めに発注した方が良いか検討している。ただ、現状、商品が無いわけではない。 

・ 現状影響は受けていない。昨年度の米価高による値上がりがあり、それ以降は据え置きの

状況。他の業種ではプラ容器の単価上昇などを聞いている。 



 ・ 受注は順調だが、中小企業は大企業の状況にタイムラグで影響を受けるため、今後を危惧

している。原材料のコスト上昇は即時影響を受けるが、納入先への価格転嫁は提出資料の

作成等で時間がかかる。また、納入したいときに入らないと影響を受けやすい。 

・ 原油に関連する材料が入らない状況と聞いている。また、包装材などを 3年に 1度発注し

ている事業者は昨年の実績が無いため発注を断られてしまったとのこと。また、薬品の発

注先を変更することも可能だが、納品先への確認が必要になるなど、すぐには発注先を変

更できない事情もある。各社が足りなくなるのを見越して多く発注することが原因かと思

う。また、現場の目詰まりの状況を積極的に国に挙げていくことも大切だと思う。 

・ 家計において買い物品の価格が値上がりしている。梱包は石油由来のものが多いので、地

域産のものを増やせないか。また、輸入品も値上がりしているが、地域で生産する商品を増

やせないか。 

・ 伊那市では経木を生産しており、包装材の代替としてチャンスではないか。市で PR できる

のではないか。 

・ 住宅の建築が遅れている状況。また、支払金額が当初契約金額より増えるケースも想定さ

れる。 

・ 企業の資金繰りについては金融機関も積極的に支援している。原材料の目詰まりは、状況

を市から県、県から国へ積極的に情報提供した方が良い。 

 (２) 意見交換 

　　　なし 

 (３) その他 

なし 

 

７　その他 

　　事務局より議事録の市公式ＨＰ掲載について事務連絡を行った。 

 

８　閉会 


